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だ。今年度、鑑賞題材に取り上げた展覧会は、 「パウル・クレーの芸術」展 (1993年 6月
1日～7月25日、山口県立美術館）である。
そこで、本章では、演習の活動経緯の概要、ならびに、鑑賞教育について新たに学んだ





講読資料は、 ‘art education"誌に毎号掲載されている “ 、 Instructional Resources の中か
ら、ヴァス・プラブ（ロサンジェルス近代美術館 ・教育部部長） 「同時代美術：新しいコン
＊ 山口大学教育学部



































隅は、第 2回「えのぐのイロイロ (5月8日。本活動の詳細は、 I-I2.(1)参照）」、第











































































d対象の客観的描写ー画家の内面の主観的表現 (ex.クレー 「無題 （沈潜）」）
e．人物画・静物画 ・風景画等、動かない対象の表現ー運動 ・変化 ・成長等の時間的要素の表
現 （未来派参照。ex.クレ ーの主要モチーフ：矢印、植物文様的な線、 S字、渦巻、文字 ・
数字・記号等）
講座に続いて、今度は展覧会場に場所を移し、斎藤氏がギャラリー・トークを行った。




































(I) Instructional Resources: Vas Prabhu, " Contempolary Art: Familiar Objects in New Contexts." 
art education, vol.43, no.4, pp.25-32., July 1990. 
(2)岡本芳枝「「美術館教育」の現状一NYの研修に参加して」 「中固新聞」文化欄、 1993年
4月26日
(3) Philip Yenawine, "How to Look at Modem Art." Harry Abrams, Inc., New York, 1991.フィ
リップ・イェナワイン、木下哲夫訳 「モダンアートの見かた」美術出版社、 1993年
(4)資料「ミュージアム・アドベンチャー 第 3回“ストライプ物語＂ （広島市現代美術
館）」を参照。




































































































題 （「イエス＆ノー クイズ」 ）に、その カードを使って答える。問題は絵具の様々な性
質 ・表現に関するもので、その問題を通じて、作家の独自な絵具の使い方を諸観点から学
べるようにな っている （図 1、図 2参照）。
-| 
図1 活動場面 1:スタ ッフ （左）が問題
を提示し、岡本氏 （右）が作品解説












3色のおくにはも っと何かがありそうだと思う 。イエス ノー
クイズはテーマに基づいて緻密に構成されている。こうした絵具の表現の具体的側面を
扱う問題を 、子どもたちに表情豊かに語りかけながら考えさせることで、絵具の表現に対
する関心が高 まり、知識 ・理解が自ずと増す ようになる。参加した子どもたち は、 作品の
前で繰り出される問題に、次々とイエス・ノー カー ドで答えながら、作品に親しんでい っ
た。隅の子どもも 、楽しい雰囲気の中で、初対面の子どもた ちに気後れすること もなく 、
熱心に問題を聞いて答えていた。
この活動の成果は、 その直後に観察することができた。プログラムを終えて、家族でも
う1度常設展示場を回っていると 、長女がチャック ・クロース の作品 （「ジョージア／











































































「南方の庭 （図 5。図版は本章最後に一括掲載）」 「バラの風 （図 6)」 「家族の散







































































































スト パウル ・クレー」 （第 1巻第21号）同朋社出版、1990年、p.11(649).
(2) "Tagebicher Paul Klee." Verlag M. DuMont Schauberg, Koln.南原実訳「クレーの日記」
新潮社、 1961年、 p.292.
(3)中原佑介「作家論：クレーの生涯と作品」監修：梅原龍三郎 ・谷川徹三 ・富永惣一、解説：
中原佑介「クレー」 （現代世界美術全集13)集英社、 1971年、 p.83.

































































テーマとする鑑賞活動を進める。その形態が認められる、 「バラの風 （図6)」 「当惑す

























* Frank Whitford, "Understanding Abstract Art." Roxby Art Publishing Ltd., 1987.フラン
ク ・ウィ ットフ ォード、木下哲夫訳「抽象美術入門」美術出版社、 1991年
* Rosemary Lambert, "Cambridge Introduction to the History of Art: The Twentieth Century." 
Cambridge University Pres., Cambridge, 1981.ローズマリー・ラ ンバート、高階秀爾訳「20




なお、 事前授業では、次の 7点の作品を鑑賞対象に取り 上げることにする。
「イタリアの町 （図13)」 「城の丘 （図14)」 「屋根の上の七時 （図15)」 「夕景の分

















クレーは、 学問的とも 言える姿勢で、 美について徹底的に研究し、 美を構成する諸種の
造形要素がどんな意味 ・働きをもつのかを、視覚言語的観点から分析している。また、画
家であると同時に、教育者でもあ ったクレーは、造形観・表現意図等を詳しく記した論
文 • 著書 を多く遺し、それらは鑑賞の折に参考になる 。 クレ ー の作品は、 生徒にと っ て、
形態 ・色彩 ・構成等の美を理解するための、優れた鑑伐教材になりうると思われる。
2．第2の理由





















られる自己を 、さ らに何 らかの形で表現できる ようにな ってほしいと思う 。
参考文献
* Paul Klee, "Das bildnerische Denken: Schriften zur Form-und Gestaltungslehre." hrsg. und 
bearbeitet von Jirg Spiller. Benno Schwabe & Co. Verlag, Basel/stuttgart, 1956．パウル ・ク
レー、ユルク・シ ュピラー編、土方定ー ・菊盛英夫 ・坂崎乙郎共訳「造形思考［上／
F]」新潮社、 1973年
* Walter Mehring, "Verrufene Malerei." Diogenes Verlag, Zirich, 1958.ヴァルター・メーリ
ング、野村太郎訳 『呪われた絵画」美術選書、 美術出版社、 1962年
図5 「南方の庭」 1919年、水彩、厚紙の
上に紙、24.4X18.7cm（図14、図
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1．凶唐エ9t科学皆指導案（第 2字年） ： 隅 敦
図 1.'-!i工 作科学 輩詣導案
第 2字年
指導者隅 取




(1) 児負観（隅の動務校である I•松 ,ti 立 IIIt ·t小学校がモデ/~)
児預は、鑑貫の学者とし ては．J.j'(1）作品をおりいに見合っ て、その感想を 言い合 うことを経験しているだけである ．
山ul¥！i.,，美i41餌に米たことがある名は ．昨年度の学校芙iり展覧会に人賞して、保護者に連れられてきた） 名だけである ．
したが って、其 iり館がど う い う 所であるかを余り意塩したことがな く、 典味•閲心をし つ ていない者がほとんどである ．
(2)題材観
木展覧会のよ うな大規模なクレー回耶展は、今世紀中にはも う実現しないだろ うと思われる ．展示作品数は 269点に
及び、クレーが活動を開蛉したa:'j期から晩年（死の直前）までの出作品が展示されている ．
クレーの絵両表現は、その多様性に1.f色がある ．それゆえ ．クレーの唐業を 1言で要約することは困惰である ＂生栢
に約 10000点の作品をi白いているが、そのK現ほ式は一i.'1:しているとは試えず、様々なモナーフをは々な表現方法で大
現しているので． に内教行の題HIこはしに くい面があると思われる ．しかし 、クレーの多ほな表現を味わうことも、鑑
打活勁の 1つの直要な意投であると思 う．
ところで． クレーは子どもの社に魅せ られ、 ：この根源的な芸iりは子供でもできることなのです．そしてまさに子供
でもできると いう ことに 、政皆がひそんでいるのだ j とま で言って いる ．そうしたクレーの色や形の表現には、大人の
直偵観に影行されていない ．子どもの純兵な感受性が息衝いているよ うに見えはしないだろうか．
中原佑介は、クレーの画家としての貨質について 、次のよ うに的確に論評 している．
＇クレーは ｀たとえはまず印象i民の洗tLを受け、ついで、その1限界を超えようとして 自分の歩みを姑めたとい うよう
な直家ではなかった，いってみれば、彼は幼時のi白くことへの関心をそのまま持絞させ、そこから、 信くことの意味を






はまだ撫理であり 、1寺に抽天的&現の＇；釈は高度過ざる課題である ．そ こで、一見帷＇立なクレーの作品を前に、低学年
段限の児代に 、 ＇ よく分か らない l とい う 苫 f••C品を偵えつけないよ う に心がける必要がある． i出かの方途としては、













胄 五元三屈：：こー （噴） 1、:：｀□：二l:；りつけたヘス
(J： P みんなの違： 三；：三
・大声でしゃぺらなし 1.Tlケーム恥て行、心鴎（こつ三：：五 9ヶtdり::1ご‘~）止とカートの使い））を記iする ．
追 91品を見な力、） 叩 l旦(-力竺；，` 9レロ□三言： 1：五王竺］i
'1り方のIt!」を0りにして
Pl: （題名は伏せて賃l:1)i』かい感じ？寒い感じ？






























































































































































































































































































































いるいJlr法をよみ、多数の実騒的な絵両作品をilしている．また 、色や線の及現方法が各作品で様々に異な って いる ．
そこで、木題材では、児童がクレーの作品の中に、その1里＇化のキーになると思われる 、記号のような団襟で＇か）やす
ぃKJμゃ ．色や線に関する少し j';j度な}<現を、 U分なりの観点で允見し、それらをテーマにしつて迄口する想度を表う
ことをねら~ Iとする ．また．そうし 1った活勃の,,,で、クレーの気持ちゃ作品がliかれた背尿等を読み取る力も蓑いたい．
6年生としなると 、芙i出館での鑑n1こ馴れ親しんでいる行とそうでない打との差がl引いてくると思われる．＂ ij者には、
パラエティに；云むクレーの絵が典味深く、見応え十分であってし、後者には．謹肝で退屈な表現に映るかも知れない．
後名の場合、ただ何となく館I勺を構徊するだけで．作品や作家に対 しては っき りした印象をもたずに鑑賞活動を終える
展開が考え られる ．仮に印象をも ったとしてし 、それは消極的忙n(1）ものであることが予想される．
そこで、指導にあたっては特に次の請点に注意したい．




し）自分の選んだテーマをしとに ．梵8にiとを名き 、それを年沢状として友達に出したりすること で、 鑑賞活動を創造的
に允展させる ．
3.t距nu栖
(1) .各(1に正行のテーマを見つけさせ ｀猛ですることの1紺白さを味わわせる ．
(2) 作品やクレーに対して 、自分な りの想いをもつことができるよ うになる ．
4．指導計恵（耗時間数：49!;I日）
第 1次矢日）の秘密とは ？ （1瑾i授烹）
~2 次 新たな秘密を探せ！ （展覧会に行）
~3 次 秘'，t：の受け渡し (1it女投業）
5．準偏物
教帥 ：作品ス ライl:（ I •打 iムに伐社の作品凶版を揖影） 、 スライト‘ 映写桟 、 スクリーン 、 ワークシート









追 1美 il舘内での！紅的な鯰貫マナーを確；いる ．
求
す























Bl [. 0 分の選んだテーマをしとに比をはきながら、展覧会 l2) 自分が見つけた秘社をもとに絵を!~こう．







l ＼りIレ・クレー展で秘裔を探せ！ b ;I- 甜 10. 名前（
くク孔l(J）秘密＞ く の秘密＞
例： ＇パラの凪 i I ~ 左のようなやり方で考えてみよう～


















・走るな I.さわくな I!.作品に手をふれるな11 .他の人にめいわくをかけないこと．































































l峙I; •学習班の形懇で授業を受ける ． 會字閃班での鑑n活勁が活発に展開するように導く．
「イタリアの町」を鑑貫． 咬師の発lm:
・線と面の性格の違いを把揖する（樟：攻，，〇り等．面：．糾めの線・ 垂直な線が画面を分割しているが、各線の
＂的 等）． ）向によって 、視点の変化を患じないだろうか？
・視点が複謹に交じり合う感じはしないだろうか？








• 矢 日IQ)厄味を考える ．
う感じを与えているか？
・面の表現が墳のように見えないだろ うか？







mする ． ・画面から何を感じるだろ うか？
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・な学者活勁と内容. i― i:「―—·--i . _ 指導上の留意点






I B．直 l：：~1 自分の顔をクし一風に表現してみる ．





























特に隅は、 「ミュ ージアム・アドベンチャー」に親子で参加する機会を 2度得て、その
都度、岡本氏から詳細な説明をいただき、資料を頂戴するなど、大変御世話になった。そ
の有意義な経験が、鑑代教育に対する考え方を深める実質的動機になったことを心から喜
び、紙面を借りて岡本氏の御厚意に謝辞を申し上げる次第である。メンバーー同、岡本氏
の一層の御活躍 ・御発展を祈るとともに、岡本氏の誠意溢れる御応対に深く感謝申し上げ
ます。
また、斎藤氏には、美術講座とギャラリー・トークを通じて、クレーとクレーの作品に
関する専門的観点からの興味深いお話を伺うことができ、題材開発に関する諸種のヒント
が得られた。ギャラリー・トーク後にも、岡田等の質問に親切に答えてくださり、斎藤氏
の御厚意に深く感謝申し上げます。
なお、展覧会場でお会いした賓松宣夫氏より、ルドルフ ・シュタイナーの教育観・芸術
観等と関連づけた、示唆に富む独自なクレー論を詳しく伺うことができことも有意義で
あった。賓松氏に厚く御礼申し上げます。
演習では、今年度の活動成果を基盤に、次年度も「鑑賞教育プロジェクト」の継統的発
展を図っていきたいと考えている。
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